


































































































































































































































































"GO AHEAD WITH A SMILE! "く笑顔で前進 ！＞ （平成 18年 3月 1日）





























































「向人口減少社会」においては，社会を構成する一人一人の個が，「知 • 徳 ・ 体」すべて
の面において強靭でなければならないと思います。ただ一度の人生に大輪の花を咲かせる
ために，マナーとルールを初めとする人間としての基礎基本をしつかりと継承し，退しく
























を果たしてくれました。「新しき風を起こせ ！」のキャッチフレーズと 「志の風」「美 しの

































皆さんの輝かしき未来のために， "GO AHEAD WITH A SMILE!" (笑顔で前進 ！）
心よりご多幸を祈ります。（平成 20年 3月 1日）
























昭和 30年代といえば，1955年から 1964年の 10年間で， 2012年の現在からいえば半
世紀も前のことである。しかし，会田氏の由々しき憂いは見事に的中 してはいないだろう
か。
自分より偉大なものを通じて自分を見る力としての宗教心とは，有限なる存在としての
人間存在を自覚することであるから，この意味での宗教心が備わっていれば，エゴイステ
ィックな自己主張に狂奔することなく，人間はもっと謙虚であるはずである。日常の人間
生活の中に常識的な善悪の基準が確固として存在していれば，人間はもっとストレスから
解放され，いじめなどに走ることなく，穏やかな生活をおくることができるはずである。
また， 日本という国に生まれたことに感謝し，先人の叡智に学び，それを引き継いでいこ
うと思えるような歴史教育がなされていれば，国民はもっと自信と誇りを持つことができ
るはずである。私たち教育者は，会田氏の予言のように，この国がこれ以上「浮き草のよ
うな，恐ろしい社会」になっていくのを供手傍観するわけにはいかない。
今この国に最も欠けているのは，責任ということである。何事も先延ばしされ，責任を
とるものがいない。それは高い見識の下に，覚悟を持ち，使命感を抱いて事に臨んでいな
いからである。子どもたちは日本の未来である。大人たちは， 「個性」や 「自主性」の美名
の下に，決して子どもたちを見捨ててはならない。自分の身の回りから，自分にできる範
囲で，当たり前のことを当たり前にやりきる努力を続けなければならないのである。
ある先哲は，「理念は，この世に存在して｛夢く滅びていくという貢税を，自分では支払わ
ずに，個人の情熱に支払わせるのである」と述べている。何事も，確固とした結果を出す
ためには個人の情熱に待つしかない。自己の責任を凛として引き受ける教育者の覚悟と使
命感なしには，教育の再生は不可能であろう。言葉の感化力を信じて，熱き情熱の炎を燃
やして「魂」を磨き，強靭な第一歩を踏み出さなければならないときが来ている。もう時
間はあまりないのかもしれないのだから。（了）
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